
■有料老人ホームの判断フローについて（建築基準法の用途取扱い）

長崎県・長崎市・佐世保市

有料老人ホームに該当し、届出が必要

【「住まい」と介護等
．．．

サービスの提供あり 】

（※1）サービス付き高齢者向け住宅として、登録が可能

【「住まい」と福祉サービスの提供あり】

別事業者が
サービス
を提供

■サービス付き高齢者向け住宅の建築基準法上の用途の取扱い■

・①の場合、老人福祉法第２９条第１項に規定する有料老人ホームに該当しないことから、建物

の平面形態等に応じて、共同（又は長屋）住宅、若しくは寄宿舎として扱う。

・②又は③の場合、老人福祉法第２９条第１項に規定する有料老人ホームに該当することから、

建物の平面形態に関係なく、建築基準法上の用途も“有料老人ホーム”として取り扱う。

②の場合、サービス付き高齢者向け
住宅の登録(※1)により、届出は不要

【老人福祉法第２９条第１項】

以下のうち、いずれか１項目以上

の介護等
．．．

サービスを提供

１．食事の提供

２．入浴・排泄・食事等の介護

３．洗濯・清掃等の家事

４．健康管理

【高齢者住まい法第５条】

以下の福祉サービスを提供

・状況把握サービス

・生活相談サービス

・その他福祉サービス

有料老人ホーム

非該当

【介護等
．．．

サービスの提供

が無い 】

有料老人

ホーム

非該当

■老人福祉法■

■高齢者住まい法■

両方の

サービス

を提供

① のサービスのみ ② 又は ③ のサービス

【サービス提供の内容】

① ② ③

① 又は ② のサービス

「住まい」の
提供無し

「住まい」の提供に併せて、以下の各サービスを同一事業者
（他の事業者に委託する場合も含む）が提供する場合。

高齢者に対する「住まい」の提供の有無について


